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　生物多様性とは、いろいろな生きものがいて(種の多様性)、それぞれ違っていて(遺伝子の多様性) 、みんな関係を持って生活している(生態系の多様性)････と説明される、自然の恵みのこと。人間社会は生物多様性の恩恵を享けています。サンゴ礁、干潟、マングローブ湿地、海草(うみくさ)藻場、亜熱帯林、渓流といった自然環境を有する琉球列島の生物多様性は高く、中でも辺野古･大浦湾はその宝庫で５３３４種の海洋生物が記録されています。





辺野古のアセスメントと、環境保全





　２００６年11月～12年１月の間に86億１４００万円の税金が使われたアセスは、防衛省、国土交通省ＯＢの天下り先企業が93・５％を受注しています。





ジュゴンについて





　アセスを無視した予備調査(海底ボーリング調査、水中ビデオ装置等の設置)による採食場所の撹乱と、埋め立て護岸建設と土砂の投入、土砂運搬船の航行、また米国海兵隊の水陸両用車の日常的訓練によって、２頭いたジュゴンが行方不明になっています。





サンゴについて





　サンゴの移植は、科学的、技術的に確立されたものはなく、移植によってサンゴ礁生態系が再生されることはないのだそうです。


　サンゴ礁地形の成形には数百年が必要とされ、人為的には再生不可能とのことです。


　環境アセス評価書と環境保全図書(埋め立て承認願書の添付書類)で示された保全対策は全くといっていいほど実行されていません。


　今後予定される本土からの埋め立て土砂の投入(主に九州から２１０００万立方メートが運ばれる)については、外来生物の侵入防止対策はとられず、環境保全上の問題が山積しています。


　生物多様性の保全と持続的利用、公正な分配を目指して１９９３年に発効した「生物多様性条約」を日本も締結しているのですが┅





新基地建設





　普天間基地の負担軽減が、いつの間にか危険性の除去にすり替えられてしまいました。


辺野古は、米軍のための強大な軍事基地であり、ハイテク基地の新設にほかなりません。


２兆５５００億円の費用が見込まれています。





もっとも深刻で、重大なことは





　選挙・県民投票によって、明確に示された県民の意思････自然を破壊し、強大な軍事基地をつくることに反対する民意が無視され、工事が進められていることです。


　工事を中止し、新基地計画を撤回し、自然環境と生物多様性を保全して、自然保護区として活用する計画に改めるべきです。


その他





　これらの他にも、北部訓練場ヘリパッドのこと、自衛隊の南西諸島への、地対空ミサイルの配備・増強のことなど多岐にわたり学習しましたが、紙面が足りず、割愛します。





　（森本早智子・記）





　調布「憲法ひろば」は６月22日午後、教育会館で６月例会。お話は東北大･東京農工大で鳥類･哺乳類研究、日本野鳥の会、ＷＷＦジャパンで野生動物･湿地･沖縄の自然保護に取り組み、退職後も沖縄の基地反対運動に関わる花輪伸一さん（写真左）。司会は石山久男世話人（写真右）、記録は森本早智子世話人がつとめました。　　（編集部）
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